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NaMO 2 CM=Cr， Co ， Ni)については，化学的手法により層聞からNaイオンを約半分量まで，デインタ
ーカレートするトポ化学的な反応が起とり. Nao・sMO zが生成するととがわかった。しかし，その反応
は選移金属イオンの種類によって異なり，速やかにNao・5MOzが生成する場合と途中ICNao ・75M02がみ






















状物質を合成した例はわずかにLiVS 2 と KCrSe 2のカ lレコゲン化合物の 2 例があるにすぎず，酸化物に
デインターカレーションを試みた例はな L 、。
宮崎進君は，岩塩型から導かれる層状の結晶構造を持ち，アルカリ金属がホスト骨格に対しでかなり
しっかりとつなぎとめられていると考えられる，一連のアルカリ選移金属酸化物AM02についてもデイ
ンターカレーションが可能であると考え，実際に実験を試みて， Nao ・5Cr02などの新しい化合物を作成
することに成功した。
さらに非水溶媒中でヨウ素，臭素を用いる化学的手法と溶液の電気分解に用いる電気化学的手法を併用
してデインターカレーションを行ない，この反応にとって化合物の酸化還元電位 化合物中におけるイ
オンの拡散係数，ホスト層構造の安定性などが重要な因子である乙とを明らかにした。
また，得られたAxM0 2 化合物の結晶構造や電磁気的性質も検討し，準安定な遷移金層の四価状態を
含む新たな層状物質が生成している乙とを示した。
これらの研究成果は，今後デインターカレーションという反応を一般の化合物に対して適用すること
により，様々な新物質を合成できる可能性を示したものであって，その成果をまとめた乙の論文は理学
博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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